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は

じ

め

に

　

親
鸞
（

＝
七

三

〜
一

二

六
二
）

の

主

著
「

教
行

信
証
』

「

化
身
t
巻
」

の

後
半
に
、

唐
の

法

琳
（
五

七
二

〜
六
四

〇
）

の

『

弁
正

論
』

の

長
い

引

用
が

あ

る
。

し

か

し
、

そ
の

意

義
に

つ

い

て

こ

れ
ま
で

十
分
な
検
討
は

な
さ
れ

て

い

な
い

。

本
稿
は

、

『

弁
正

論
』

引
用

が
、

親
鸞
の

末
法
に

関

す
る

論
述
と
密
接
な
関
係
に

あ
る

こ

と

を

指
摘
す
る

。

そ

れ

に
よ

り
「

化

身
土

巻
」

後
半
へ

の

従
来
と
は

異
な
る

視
点
を

提
起
し
た
い

。

一

　
「

化
身
土

巻
」

後

半
の

基

調
と

な
る

末

法
観

　
『

教

行
信
証
』

は

「

化
身
土

巻
」

の

後

半
（
三

願

転
入

以

降
）

に

至
っ

て
、

論
調
が

大
き
く
変
わ

る
。

　
信
知
聖

道
諸
教
為
在
世
正

法
而
全
非

像
末
法
滅
之

時
機
已
失
時
乖
機
也

、

浄
土

　
真
宗
者
在
世
正
法
像
末
法
滅
濁
悪
群
萌
斉
悲
引
也
（
『

定
親
全
』

一
・

三

〇
九

〜

　
三
一

〇

頁、

以
下

頁
数
の

み

記
す）

こ

こ

で

親
鸞
は

、

聖

道
と

浄
土

真
宗
を

対
比

さ
せ

つ

つ
、

聖

道
の

教
え

は
末

法
の

現
在
に

お
い

て

は

全

く
の

時
機
不
相
応
で

あ
る

と

断
言
し

て

い

く
。

こ

こ

か

ら

展
開
す
る

論
述

は
、

『

教

行
信
証
』

の

後
序
と

呼
ば
れ

る

次
の

文

で

も
っ

て

結
ば

れ

る
こ

と

に

な

る
。

竊
以
聖

道
諸
教
行
証
久

廃
浄
土

真
宗
証
道
今
盛
…

（
三

八

〇

頁
）

そ

し
て

そ
こ

か

ら

語
ら
れ

出
す
の

が
、

師
法
然
（

＝
三
三

〜
一

二
一

二
）

と
共
に

自
ら

も
流
罪
と

な
っ

た

承
元
元
年
（

一

二

〇
七
）

の

法
難
で

あ
る

。

諸
寺
の

釈
門
が

朝
廷
に

訴
え
て

専
修
念
仏
へ

の

弾
圧

が

行
わ
れ

た
そ
の

有
り
様
が

、

ま
さ

に

「

行

証
久
廃
」

の

露
呈
だ

と

親
鸞
は

受
け
止
め

た

の

で

あ
る

。

「

化
身
土
巻
」

後
半
の

論
述
は

、

聖

道
の

教

え
を
伝
え
る

諸

寺
の

釈
門
が

「

忿

を

成
し

怨
を

結
ぶ
」

（

三
八

〇

頁）

こ

と

に

な
る

そ
の

過
失
の

根
本
が

ど

こ

に

あ
る
の

か
を

指
摘
す
る

も
の

と

言
え
る

。

そ
の

中
で

、

親

鸞
は

「

邪
偽
異
執
の

外
教
を

教
誠
す
」

（一一
二

一

頁
）

と

「

外

教
邪
偽
の

異
執
を
教
誠
せ

ば
」

（

三
二

七

頁）

と
い

う
、

似
て

非
な
る

二

つ

の

課

題
を

出
す

。

そ

れ

は
二

つ

の

別
個
の

事
柄
で

な

く
、

一

つ

の

事

柄
を
二

つ

の

視
点
か
ら

「

教
誠
」

す
る

も
の

と

考
え
ら
れ
る

。
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そ
の

第
一

の

教
誠
で

の

テ
ー

マ

は

末
法
に
つ

い

て

で

あ
る

。

拠
正
真
教
意
披
古
徳
伝
説
顕
開
聖
道
浄

土
真
仮
教
誡
邪
偽
異

執
外
教
勘
決
如
来

涅
槃
之
時
代
開
示
正

像
末
法
旨
際
（

＝

＝
一

頁
）

こ

こ

で

ま

ず
問
題
と

な
る

の

は
、

「

教
誠
」

の

対
象
が

「

聖

道
」

で

は

な

く
「

外
教
」

だ

と

い

う
点
で

あ
る

。

末
法
の

議

論
に

な

ぜ

「

外
教
」

が

出
て

く
る

の

か
、

容
易
に

は

知

り
難
い

。

さ

ら
に

問
題
は

、

そ

の

た

め

に

「

如
来
涅

槃
の

時
代
を

勘
決
」

す
る

と

述
べ

て

い

る

点
で

あ
る

。

こ

れ

が

意

味
す
る

の

は
、

親
鸞
の

当

時
の

言
論
空

間
で
、

釈
尊
入

滅
年
代

に

つ

い

て

議
論
が

あ
っ

た

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　

親
鸞
は

、

以

上

の

課
題
の

提
示
に

続

け
て

道
綽
（
五

六
二

〜

六
四
五
）

の

『

安
楽
集
』

を

引
く

。

正

法
と

像
法
に

つ

い

て

は
、

主
に

正

像
二

千

年
説
と

正

像
千
五

百
年
説
と

の

二

説
に

代
表
さ

れ

る
が

、

『

安
楽
集
』

は

正

像
千
五

百
年
説
を

取
っ

た

上

で

「

当
今
末

法
に

し
て

こ

れ

五

濁
悪
世

な

り
」

（

三

＝
二

頁∀

と

述
べ

て

い

く
。

五

百
年
以
上

前
の

時

代
を

生

き

た

道
綽
の

こ

の

時

代
認
識
を

受
け
る

形
で
、

親
鸞
は

釈
尊
入

滅
か

ら

現

在
に

至
る

ま
で

の

年
月
を
計
算
す
る

。

案
三

時
教
者
勘
如

来
般
涅
槃
時
代
当
周

第
五

主
穆
王
五

十
一

年
壬

申
従
其
壬

申

至
我
元
仁
元

年
甲
申
二

千
一

百
八

十
三

歳
也、

又

依

『

賢

劫
経
』

『

仁
王

経
』

『

涅
槃
』

等
説
巳

以
入

末
法
六

百
八

十
三

歳
也

（一一
二

四
頁）

こ

こ

で

釈
尊
入

滅
の

時
代
を

周
の

穆
王

壬

申
（
紀
元
前
九

四
九
）

に

見
定

親
鸞
の

末
法
観
と

『

弁
正

論
』

（
藤
　
原
）

め
、

親
鸞
は

そ
こ

か

ら

自
身
が

生

き
た
元

仁
元
年
（

＝
＝

西
）

ま

で

の

年
数
を

計

算

す
る

。

そ

し

て

『

賢

劫

経
』

な

ど

の

説

と

し

て

正

像

千
五

百
年
説
に

立
つ

場
合

、

末
法
一

年
目

は

西
暦
で

言
え
ば

五

五
二

年

で

あ
る

た

め
、

す
で

に

末
法

に

入
っ

て

六

八
三

年
（
正

し

く
は
六

七
三

年
）

に

な

る

と

結
論
付
け
る

の

で

あ
る

。

こ

の

親
鸞
の

計
算
は

、

さ

ら

に

続

け
て

引

用
す
る

『

末

法
灯

明

記
』

に

依
っ

て

い

る
。

『

末

法
灯
明

記
』

は
、

釈
尊
入

滅
の

年
を

「

穆
王
壬

申
」

（

紀
元
前
九
四

九）

と

す
る

法
上

の

説
と

「

匡
王

壬

子
」

（
紀
元
前
六

〇

九
）

と

す
る

費
長

房
の

「

歴

代
三

宝

紀
』

の

説
と

の

二

説
を

挙
げ
る

。

そ

し

て

道
綽
と

同
じ
く
正

像
千
五

百

年
説
を

取
る

。

こ

の

場
合

、

前
者
の

説
で

は

西
暦
五

五
二

年
、

後
者
で

は

西
暦
八

九
二

年
に

末
法
に

入

る
こ

と

に

な
る

。

『

末
法
灯
明
記
』

は

延

暦
二

十

年
（
八

〇
一
〉

を

も
っ

て

「

既
に

末
法
に

同
ぜ

り
」

（一一
二

七

頁
）

と

述
べ

、

像
法
の

末
で

あ
る

と

認
識
し

て

お

り
、

後
者
の

説
を

採
用
し

て
い

る
こ

と

が

わ

か
る

。

と
こ

ろ

が

親
鸞
は
こ

の

二

説
の

う
ち

、

『

末
法

灯
明
記
』

に

反
し
て

前
者
の

説

に

立
つ

。

そ
れ
は

道
綽
の

「

当
今
末
法
」

と
い

う
時
代
認
識
を

根
拠
に

選
び

取
っ

た

の

だ
と

言
え
よ

う
。

二

　
仏
滅
年
代
に

関

す
る
二

説
と

「

延
暦
寺
大

衆
解
」

　
こ

れ
ま
で

の

確
か

め

か

ら

す
る

と
、

親

鸞
が

「

如
来

涅
槃
の

時
代
を

勘
決
」

す
る
と

述
べ

た

の

は
、

『

末
法
灯
明
記
』

が

提
示
す
る

二

説
、

詳

細
に
言
え
ば
釈

尊
が

周
の

昭
王

甲
寅
に

生
誕

し

穆
王

壬

申
に

入
滅
し

た

と

す
る

「

昭
穆
問
在
世
説
」

と

荘
王

甲
午
に

生
誕

し

匡
王

壬
子
に

入
滅
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親
鸞
の

末
法
観
と

『

弁
正

論
』

（
藤
　
原
）

し

た

と
い

う
「

荘
匡
間

在
世

説
」

の

う
ち

、

前
者
に

決
定

す
る

と
い

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（

工）

宣
言
で

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

田
村
円
澄
に
よ

れ

ば
、

こ

の

二

説
は

『

末
法
灯
明

記
』

だ
け
で

な
く

、

平
安
・

鎌
倉
時

代
に

広
く
行
わ

れ

て

い

た
。

末
法
思
想
と

言
え
ば

、

平
安
時
代
の

永

承
七

年
（

一

〇

五
二
）

が

末

法
第
一

年
に

当
た

る

と
い

う
の

が

共
通
理

解
で

あ
っ

た

と

さ

れ

る

が
、

そ

れ

は

「

昭

穆
間
在
世

説
」

に

立

ち
正

像
二

千
年
説
を

取
る

場
合
に

限

ら

れ

る
。

そ

し

て

親

鸞
の

当
時

、

異
な
る

立

場
を

取
る

者
が

い

た
。

そ

れ

が

比

叡
山

延
暦
寺
で

あ

る
。

建
保
五

年
（
一

二

一

七
）

、

延

暦
寺
は

専

修
念
仏
の

停
止
を
朝
廷
に

要
請
す
る

。

そ
こ

に

次
の

文
が

見
え
る

。

如
来
出

世
、

聊
有
衆

典
不

同
…
…

尚
在
像
法
之

終、

未
入

末
法
之

初、

既
有
昭

王

荘
王
之

両
説

、

難

成
像
法
末
法
之
一

途
（
真
宗
史
料
刊
行
会
編
『

大

系
真
宗

史
料

文
書
記
録
編

＝

法
藏
館

、

二

〇
一

五
、

八
三

頁）

こ

こ

か
ら

、

末
法
論

争
で

「

昭
穆
問

在
世

説
」

と

「

荘

匡
問

在
世

説
」

の

ど
ち
ら

を

取
る

の

か

が
、

延
暦
寺
か

ら

の

重
要
な
批

判
の

論
点
だ
っ

た
こ

と

が

分
か

る
。

さ
ら

に

貞
応
三

年
（

一

二

二

四）

の

延

暦
寺
大

衆
に

よ

る

奏
状

は
、

「

荘
匡
間
在
世
説
」

に

立

ち
、

さ
ら
に

正

像
二

千
年
説
を

取
る
こ

と

で
、

現
在
が

ま
だ

像
法
で

あ
り
末
法
で

な
い

と

明
確
に

主
張

し
て

い

く
の

で

あ
る

。

如
来
出
世

、

更

有
異

説
、

如
天
台
浄
名
疏
等
者

、

以

周
荘
王

他
之

代、

為
釈
尊

出
世

之
時、

自
其
代
以

来
、

未
満
二

千
年

、

像
法
之
最
中
也

、

不
可
言
末
法

（
同
前、

八

九

頁
）

こ

の

奏
状
が

出

さ
れ
た

貞
応
三

年
は

、

十
一

月
に

改
元
さ

れ

て

元
仁
元

年
と

な

る
。

す
な
わ

ち
、

親
鸞
が

「

昭

穆
間
在
世

説
」

に

立
っ

て
、

仏

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2
）

滅

年
代

計
算
を

す
る

基

準
と

し

た

年
で

あ
り

、

宮
崎
円
遵
の

指
摘
に

よ

れ
ば

、

そ
れ

は
こ

の

延
暦
寺
の

奏
状
に

対
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　
と

こ

ろ

で
、

こ

の

「

昭
穆
問
在
世

説
」

は

ど

う
し

て

注
目

さ

れ

る

よ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
3）

う
に

な
っ

た

の

か
。

こ

の

点
に

つ

い

て

楠
山
春
樹
は

、

「

昭
穆
間
在
世
説
」

を

強
力
に

主

張
し

た

も
の

こ

そ

法
琳
の

『

破

邪
論
』

『

弁
正

論
』

で

あ

り
、

や

が
て

唐
代
の

あ
る

時
期
に

「

荘

匡
間
在
世
説
」

に

代
わ
っ

て

通

説
と

な
っ

た
、

と

結
論
し

て

い

る
。

こ

の

指
摘
に

従
う
な

ら

ば
、

親
鸞

の

「

昭
穆
間

在
世
説
」

に

立
っ

て

現
在
を
末

法
だ

と

す
る

論
は

、

第
二

の

教
誠
に

引
く

『

弁
正
論
』

と
の

連
関
が

考
え
ら

れ

よ

う
。

三

　
仏

滅
年
代
論
争
と

『

弁
正
論
』

引
用

　
『

弁
正

論
』

は

唐
代
初
期
に

お

け
る

仏

教
と

道
教
と

の

論
争
書
で

あ
る

。

今
注
目
し
た

い

の

が
、

『

教

行
信
証
』

で

の

引
用
の

初
め
に

あ
る

十
喩
篇

の

第
四

喩
と

第
六

喩
か
ら
の

連

続
す
る

二

つ

の

文
で

あ
る

。

　
第
四

喩
（

三

六
二

〜
三

六
三

頁
）

が

問

題
に

す
る

の

は
、

老
子
と

釈

尊

の

教
化
の

範
囲
で

あ
る

。

そ
の

た

め
、

い

つ

ど
こ

で

生

ま
れ

、

何
を
し

て

い

た

の

か

が

問
題
と

な
る

。

第
六

喩
（

三

六一
二

〜
三

六

四

頁
）

の

議
論

は
、

老
子
と

釈

尊
の

ど

ち
ら

が

先
に

生

ま
れ
た

の

か

と
い

う
も
の

で

あ

る
。

こ

れ
は

、

道
教
と

仏

教
の

ど

ち
ら
が

も
う
片

方
に

影
響
を

与
え
た

の

か
と
い

う
、

道
仏

論
争
で

の

最

も

重

要
な

点
で

あ
っ

た
。

こ

の

た

め

一 82一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

に

生

没
年
に
つ

い

て

議
論
が

交
わ

さ

れ

る
こ

と

に

な

る
。

　
注
目
し

た

い

の

は
、

こ

の

二

つ

の

引
用
に

共

通
す
る

事
柄
で

あ

り
、

そ
れ

が

釈
尊
の

生

没

年
で

あ
る

。

議

論
は

老
子
と

釈
迦
の

ど

ち
ら

が

先

に

生
ま
れ

た
の

か

に

中
心
が

あ
る

が
、

そ
れ

は

直
ち
に

釈
尊
の

生

没
年

に
つ

い

て

の

異
論
を
生
む
こ

と

に

な
る

。

そ

し
て

こ

の

二

つ

の

引
用

は

共
に

釈
迦
の

生

没

年
に
つ

い

て
、

道
教
側
は

「

荘
匡
問

在
世
説
」

を
、

仏

教
側
は

「

昭
穆
問

在
世
説
」

を
主
張
す
る

も
の

で

あ
る

。

　

老
子
と

釈
尊
の

先
後
に
つ

い

て

は
、

唐

代
初
期
の

道
仏

論
争
で

最
も

重

要
な

議
論
で

あ
っ

た
。

し

か

し

そ
れ

が

日

本
の

鎌
倉

時
代
を
生
き

る

親
鸞
に

と
っ

て

積
極
的
な
意

味
が

あ

る

の

だ

ろ

う
か

。

そ
こ

で
、

よ

り

重
要
な

意
味
と

し
て

考
え
ら

れ
る
の

が
、

本
稿
が

主
題
に

す
る

末
法
論

争
で

あ

る
。

す
で

に

見
た

よ

う
に

、

元

仁
元
年
に
つ

い

て
、

延

暦
寺
の

奏
状
は

「

荘
匡
間

在
世
説
」

に

立
っ

て

未
だ

像

法
だ

と

主

張
し

、

親
鸞

は

「

昭

穆
間
在
世

説
」

に

立
っ

て

既

に

末
法
だ

と

反
論
し
た

。

こ

の

末

法
論

争
に

お

け
る

議

論
と

、

『

弁
正

論
』

で

の

道
仏

先
後
の

議

論
は

、

テ

ー
マ

は

異
な
る

が

内
容
は

同
じ

で

あ
る

。

恐
ら
く
親
鸞
は

、

「

荘
匡
問

在
世
説
」

に

立
つ

延

暦
寺
に

対
し

て
、

そ

の

説
は

元
々

は

仏
教
内
で

の

説
で

あ
っ

た

が
、

唐
代
初
期
に

道

教
が

仏
教
を

貶
め

る

為
に

も
ち
い

た

主

張
で

あ

り、

護
法
沙
門

法
琳
に

よ
っ

て

否
定
さ

れ

た

説
な
の

だ

と

述

べ

よ

う
と

し

て
い

る
の

で

あ
る

。

「

如
来
涅
槃
の

時
代
を
勘
決
」

す
る

と

き、

そ
れ

を
「

外
教
」

を

教
誠
す
る

こ

と

と

並
べ

て

い

た
の

は
、

こ

の

『

弁
正
論
』

で
の

外
（

道
教
）

の

主

張
を
見
据
え
て
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

親
鸞
の

末
法
観
と

『

弁
正

論
一

（

藤
　
原）

お

わ

り
に

　

本

稿
は
、

末
法
論
争
を
視

点
に

、

親
鸞
の

『

弁
正
論
』

引
用
が

、

現

に

専
修
念
仏
に

向
け
ら
れ
た

批

判
と
重
な
っ

て

い

る

こ

と
を

明
ら

か

に

し
た

。

そ

れ

が

意
味
す
る
の

は
、

比

叡
山

の

批
判
は

「

外

教
」

の

主

張

に

お

も

ね
る

も
の

で

あ

り
、

「

邪
偽
の

異
執
」

だ
と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

非
常
に

長
い

「

弁
正
論
』

引
用

は
、

そ
こ

に

お
け
る

道
教
の

仏
教
批

判

と
そ

れ
へ

の

応

答
が

、

専

修
念
仏
へ

の

批
判
と

そ
の

応

答
に

重
ね

ら

れ

た

も
の

と

し
て
一

貫
し
て

見
て

い

く
必
要
が

あ
る

だ

ろ

う
。

1
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親
鸞
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と

『

教
行
信
証
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述
」

（
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華
文
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編

　
『

教
行
信
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一

九
五
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教
行
信
証
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、

化
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琳

、

「

延

暦
寺
大
衆
解
」

　
　

　
（

親
鸞
仏
教
セ

ン

タ
i
研
究
員
・

博
士

（
文
学
）

）
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